
 

 

令和６年能登半島地震 

道路の本格復旧・復興に向けた連絡調整会議（第２回） 

日時：令和６年６月１９日（水）１０：３０～ 

場所：WEB 会議形式            

 

次 第 

１． 開会 

２． 座長挨拶 

３． 議事 

（１）県市町管理道路における復旧状況の共有 

（２）復旧・復興事業等との整合確認 

（３）復旧に向けた主な課題有無の抽出 

４． その他 

５． 閉会 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

資料－１  出席者名簿 

資料－２  復旧・復興で重視する事項 

資料－３  復旧に関する課題 

 



資料－１

（敬称略）

【国土交通省】

　北陸地方整備局　道路部 道路部長 武藤　聡 座長

　金沢河川国道事務所 事務所長 五十川　泰史

　能登復興事務所 事務所長 杉本　敦

【石川県】

　土木部 土木部長 桜井　亘

【自治体】

　輪島市 建設部長 福尾　原悟 別途説明

　珠洲市 環境建設課長 大宮　準司
代理：環境建設課
　　　川角 課長補佐

　七尾市 建設部長 三野　助樹
代理：土木課
　　　國田　主幹

　能登町 建設水道課長 鏡島　敏雄

　穴水町 地域整備課長 金谷　康宏

　志賀町 まち整備課長 山内　勉
代理：まち整備課
　　　道辻 課長補佐

【事務局】

　北陸地方整備局　地域道路課

　金沢河川国道事務所

　能登復興事務所

　石川県土木部　道路建設課

　　　　　　　　道路整備課

所属 役職 氏名 備考

令和６年能登半島地震
道路の本格復旧・復興に向けた連絡調整会議（第２回）

出席者名簿



●復旧・復興に向け重視する事項

R6.6.19現在

復旧・復興に向け重視する事項 課題

珠洲市 公費解体・災害廃棄物の処理、漁港再建、最終処分場・浄水場へのアクセス

輪島市

　倒壊家屋は市内全域におよび、生活再建、復興まちづくりのためにも公費解体は喫緊の課題
である。
　能登半島地震で大規模な火災が発生した輪島市の「朝市通り」周辺には、約１００棟の公
費解体の申請あり６月５日より解体を進めている状況である。
　輪島朝市は震災の象徴的な場所であり、早く解体撤去を進め復興につなげる。
輪島市内の公費解体、災害廃棄物の仮置場は、輪島市三井町の「輪島市ソフトボール場」、
門前町の「輪島市門前モータースポーツ公園」、町野町の「旧町野高校跡地」の３箇所がある。
　中屋トンネル等、国道２４９号など幹線道路が通行止めとなっている。
　迂回路等が整備されているが、復旧復興の加速に向け、早急の交通解放をお願いしたい。

能登町

　町の復興基本方針「５つの柱」より
　　○インフラの早期再生と強靭化
　　　道路については幹線道路や住宅に被害が及ぶ危険性がある路線より復旧を進める
　　○くらしと地域コミュニティの再建
　　　生活や産業の再開に不可欠な住宅、生活環境の整備（仮設住宅、災害公営住宅）
　　　漁港再建、公費解体

穴水町 仮設住宅建設、震災がれき置き場、漁港再建、重要幹線道路（東部中央線）の復旧

七尾市 仮設住宅建設、漁港再建、災害廃棄物処理

志賀町
公費解体、事業再建（工業団地）、漁港再建
　（優先項目を絞ることは困難であるが、住宅建設のスペース確保や危険家屋の撤去を早急
     に実施する必要があることから「公費解体」を円滑に進める必要がある。）

資料－２

※会議にて記入

【会議前】



●復旧・復興に向け重視する事項

R6.6.19現在

復旧・復興に向け重視する事項 課題

珠洲市 公費解体・災害廃棄物の処理、漁港再建、最終処分場・浄水場へのアクセス

輪島市

　倒壊家屋は市内全域におよび、生活再建、復興まちづくりのためにも公費解体は喫緊の課題
である。
　能登半島地震で大規模な火災が発生した輪島市の「朝市通り」周辺には、約１００棟の公
費解体の申請あり６月５日より解体を進めている状況である。
　輪島朝市は震災の象徴的な場所であり、早く解体撤去を進め復興につなげる。
輪島市内の公費解体、災害廃棄物の仮置場は、輪島市三井町の「輪島市ソフトボール場」、
門前町の「輪島市門前モータースポーツ公園」、町野町の「旧町野高校跡地」の３箇所がある。
　中屋トンネル等、国道２４９号など幹線道路が通行止めとなっている。
　迂回路等が整備されているが、復旧復興の加速に向け、早急の交通解放をお願いしたい。

能登町

　町の復興基本方針「５つの柱」より
　　○インフラの早期再生と強靭化
　　　道路については幹線道路や住宅に被害が及ぶ危険性がある路線より復旧を進める
　　○くらしと地域コミュニティの再建
　　　生活や産業の再開に不可欠な住宅、生活環境の整備（仮設住宅、災害公営住宅）
　　　漁港再建、公費解体

穴水町 仮設住宅建設、震災がれき置き場、漁港再建、重要幹線道路（東部中央線）の復旧

七尾市 仮設住宅建設、漁港再建、災害廃棄物処理

志賀町
公費解体、事業再建（工業団地）、漁港再建
　（優先項目を絞ることは困難であるが、住宅建設のスペース確保や危険家屋の撤去を早急
     に実施する必要があることから「公費解体」を円滑に進める必要がある。）

・現在通行止めの道路のうち、左記事項に関連し、地域の復興を加速化させるために、
　早期に通行止め解除が望まれる箇所は以下の15箇所

①県道輪島富来線 など 12箇所
　⇒夏までに通行止め解除予定

②珠洲市道741号線、珠洲市道290号線
　 七尾市道能登島149号線（接続する農道が被災） など 3箇所
　⇒最終処分場や浄水場、また漁港再建へのアクセスに必要な路線のため、
　　現在、鋭意啓開作業中

　※3市3町の幹線道路における通行止箇所は災害申請で早期確認型を
　　活用し、12月までに査定予定
　※その他、復旧に関する課題は資料ｰ3

・その他、地域の復興を加速化させるために、早期に通行止め解除が望まれる箇所

①能越自動車道・のと里山海道（のと三井IC～徳田大津IC）の南方面行き道路
　の通行止め
　⇒7月末までに通行止め解除

②国道249号権限代行区間の緊急復旧不可５箇所の通行止め
　⇒中屋トンネル、大川浜地区、逢坂トンネル地区は工事着手済み
（千枚田地区は5/2に緊急車両、地域住民車両を対象に通行止め解除済）
（大谷トンネル～大谷ループ区間は代替路を整備済）

資料－２

【会議後】



 資料－３ 

 

道路復旧に関する課題 

 

○今後、道路の復旧工事を進める上で、課題となる主な事項 

 

 

※会議にて記入 

【会議前】 



 資料－３ 

 

道路復旧に関する課題 

 

○今後、道路の復旧工事を進める上で、課題となる主な事項 

 

【石川県】 

・大規模な土砂崩れに伴う道路崩壊や、大規模地すべりの存在 

により、新たなルート検討が必要な箇所が複数あり、復旧 

方針（車線数、ルート）の検討に時間を要している。 

・その他の県道においては、現在早期復旧に向け応急復旧作業 

 等を実施している。 

 

【市町】 

・被災箇所が多く、更に規模が大きいことから、災害申請に必要 

 な調査や、書類作成に時間を要している。 

・全国から職員を派遣されているが、市町の技術職員が不足 

 しており、災害査定や発注業務に時間を要している。 

・道路復旧にあたり被災が甚大であることから、高度な技術が 

必要であり、市町で行う復旧対応に苦慮している。 

・交通量が少ない箇所において、今後の復旧の方向性について 

 検討が必要。 

【会議後】 


